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【雨にわの雨水の流れ】
屋根に降った雨は、縦どい（雨どい）を通って雨水タンクに貯まります。
雨水タンクがいっぱいになると、あふれた雨水は山の下に埋められた配管を
通って山頂から湧き出します。
湧き出した雨水は山を潤しながら流れ、玉砂利や透水性の飛び石を通過して、
砂利のすき間にたくわえられ、さらにその下の土にゆっくりとしみこみます。
雨にわは、全体をおよそ 40cm掘り下げ、25cmの厚さで砂利を入れました。
その上に土や玉砂利などを入れ、掘った土を盛り上げた山のエリア、玉砂利
を敷き詰めたエリア、土に武蔵野の植物を植えたエリアに分かれています。
ゲリラ豪雨や台風など、短時間に大雨が降って雨水がしみこみ切らない場合
は、あふれた分が雨水ますに入り、下水道に流れ込みます。

わたしたちでつくった小さな雨にわ

武蔵野の草花が
雨にわで楽しめる
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雨にわに植えられている植物は、
原則的に武蔵野の土地に自生する
野草です。何を植えるのか選定し
た上で、市民の皆さんが植物を持
ち寄り、ワークショップを通して
みんなで植えつけました。
小さな雨にわですが、場所によっ
て環境は少しずつ違います。日当
たりのよい場所、日陰になりやす
い場所、ふだんは雨水頼りなもの
の、雨が降ると雨水タンクからの
水が期待できる山の斜面など、さ
まざまです。
もちよった苗を、できるだけ植物
の自生する環境に近い場所に植え
つけるように気を配っています。
●植えつけた主な植物
 アオイゴケ、オオバコ、スズメノ
カタビラ、ナズナ、コバンソウ、
セリ、スミレ、ホトトギス、ウラ
シマソウ、フウロソウ、セキショ
ウ、ギシギシ、タンポポ、タデ、
ヤマアジサイ、ユキノシタ、ギボ
ウシ、サンショウ、オオマツヨイ
グサ、シダ、アカカタバミ、ハラン、
ホタルブクロ、ショウマ　など
※植栽は少しずつ変化します。
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わたしたちの小さな雨にわづくり
市民と自治体が一緒になってつくった雨にわ さまざまな効果や影響が期待される“小さな拠点”

雨
あめ

にわのモニタリングについて
動画でわかる！

雨にわができるまで

雨
あめ

にわができるまで

むさしのエコ re ゾートにて合計 4 回
ワークショップを行いました。各自の
好きな「水のある場所」を語り、そこ
からどんな雨にわをつくったらよいか、
アイデアを出し合いました。

ワークショップ形式で
アイデアを出し合う

市役所の職員も一緒になって
アイデアを言語化し発表

雨にわ予定地の状況を
市役所職員と一緒に計測

ワークショップ参加者で
土を掘るなどの雨にわづくり

市民が持ち寄った植物を
みんなで一緒に植えつけ

ワークショップでは、班ごとに分かれ
て自分たちのアイデアを言語化し、ま
とめたものを発表する付せんワークも
行われました。ワークショップには武
蔵野市役所の職員も参加しました。

武蔵野市役所の職員向けのワーク
ショップでは、雨にわの予定地の土の
硬さや雨の浸み込み度合いを計測し
ました。現地地盤の飽和透水係数は
140mm/hr 前後でした。

業者によって雨水ますや玉砂利部分の
施工が行われたあと、ワークショップ
参加者によって、雨にわづくりを行い
ました。土を掘り、砕石を入れ、その
上に植栽用の土を入れました。

ワークショップを通して、
雨にわができていく課程を
ギュッと5分にまとめました！

雨にわの保水効果を確認！

武蔵野に自生する植物を持ち寄り、ワー
クショップ参加者によって、植栽帯に
植えつけを行いました。植物の特性に
も考慮し、雨にわの中で適した場所を
割り当て植えつけています。

計画の段階から市民と自治体が参加し、一緒に雨にわをつくりあげました。製
作プロセスを共有することにより、個人宅に雨にわを導入する際のモデルとな
ることを目指しました。また、ワークショップを通して、雨にわのファンを増
やすプログラムも実施されました。

小さな生物多様性の空間が誕生したことにより、この場所を立ち寄る人がグリー
ンインフラに対して関心を持つ拠点となることが期待されます。また、雨にわ
のワークショップに参加した人たちを中心に、グリーンインフラについての情
報共有や、維持管理のノウハウの継承、人材の確保なども期待されます。

雨にわでは、雨を貯める雨水タンクへの雨水の流量だけ
でなく、土中の体積含水率やpF値、温度の連続観測を
行っています。これにより、雨にわの水位や、植物の生
育や微気象の改善効果などの評価分析を行います。また、
モニタリングによる定量的な分析を通じて、雨にわがもた
らす効果や実態がより具体的に解明される予定です。

雨にわNbSプロジェクト
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動画は
こちら！

実施

協力

助成

雨をとどめてゆっくり
流す「雨にわ」を広げ、
雨がめぐるみどり豊か
で安全なまちづくりを
めざす取り組みです。
東京郊外の武蔵野台地
を中心に活動を進めて
います。

雨にわワークショップにご参加の皆さま
武蔵野市環境部下水道課
武蔵野市環境部ごみ総合対策課
武蔵野市環境部環境政策課
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